
私は小さい頃から病気がちで2歳のある時に腎臓が悪いと診
断され腎不全になるかもしれないと言われました。4歳の時
に腹膜透析をすることになり、毎日寝ている間に透析をし、
1年後母がドナーになり腎臓移植をしました。移植をしてか
ら、25年が経とうとしています。現在は、免疫抑制剤を服
用して症状も落ち着いている為、またコロナ禍の影響で2か
月に1回通院をしております。色々乗り越えないといけない
こともありますが、家族のサポートもあり、こうして働けて
いることに感謝したいと思います。
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将来看護師になりたいと考えている羽島市内の中学生5名が体験に参加してくださいました。車いすやAEDの体験、
体位変換だけでなく、様々な職種が協力して患者様のサポートをしている事を理解していただくため、薬剤部や各
検査室、リハビリ室も見学していただきました。コロナ禍と言われる状況で体験出来る内容も限られていましたが、
「初めて見た機械や職業があり、医療ドラマなどでみる道具、機械についても知れて良かった」や「どのように患
者さんに接したらいいのかなどがわかったので看護師になれるように頑張っていきたい」といった感想をいただき、
担当したスタッフも開催して良かったと満足しています。（本来であれば8月にも高校生をお招きする予定でしたが、
まん延防止等重点措置が発令されたため、残念ながら中止とさせていただきました。）
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